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	ASHRAE スタンダード 34 記号及び用語チェックリスト

	ASHRAE standard上の項目
	申請者:  

冷媒:
	Yes

/ No
	日付/値
	注釈
(詳細については対応するスタンダード上の項目を参照)

	9.1.6.1
	成分物質（混合物の場合） – 全成分物質は分類済みか？
	
	
	

	9.1.6.1
	成分物質（混合物の成分物質が分類されていない場合）– 成分物質の登録申請書が提出済みか
	
	
	

	
	
	
	
	

	9.2
	構成及び内容
	
	
	各部の構成は9.3から9.8節に提示

	
	
	
	
	

	9.3
	表紙
	
	
	出願人の特定、担当者、冷媒、要望事項

	
	
	
	
	

	9.4
	登録情報
	
	
	

	9.4.1
	出願人の特定情報
	
	
	氏名、職名、住所、第一担当者と他の電話番号、申請者が記載したい事項

	9.4.2
	情報の認証
	
	
	会社・団体の責任者および担当者による情報の承認署名

	9.4.3
	分類番号及び安全性クラス認証
	
	
	会社・団体の責任者および担当者による分類番号及び安全性クラスの承認署名

	
	
	
	
	

	9.5
	分類番号情報 
	
	
	

	9.5.1
	冷媒識別(4章：単成分、4.4章：混合物)
	
	
	冷媒性質の識別：単一化合物、共沸混合物、非共沸混合物

	9.5.2
	冷媒のデータ(SI または 両単位(SI と IP))
	
	
	

	9.5.2.1
	個々の化合物
	
	
	単一化合物冷媒の場合には9.5.2節にある情報のみ含めること。混合冷媒に関しては混合冷媒の各成分物質に関する情報を含めること

	
	(a) 化学名
	
	
	

	
	(b) 化学式
	
	
	

	
	(c) ケミカルアブストラクトサービス (CAS) 登録番号
	
	
	

	
	(d) モル質量
	
	
	

	
	(e) 標準沸点＠101kPa (14.7 psia)
	
	
	

	
	(f) 飽和蒸気圧＠ 20oC & 60oC (68oF and 140oF)
	
	
	

	
	(g) 臨界温度 
	
	
	

	ASHRAE standard上の項目
	申請者:  

冷媒:
	Yes

/ No
	日付/値
	注釈

(詳細については対応するスタンダード上の項目を参照)

	
	(h) 臨界圧力
	
	
	

	
	(i) 臨界比容積
	
	
	

	
	(j)使用および代表的な用途の温度  
	
	
	代表用途使用時の蒸発および凝縮範囲を記入

	9.5.2.2
	共沸混合物
	
	
	

	
	(a) 共沸温度
	
	
	

	
	(b) 共沸温度時の組成, mass %
	
	
	

	
	(c) 混合物のモル質量
	
	
	

	
	(d) 蒸気のモル質量＠60oC (140oF)
	
	
	

	
	(e) 混合物の標準沸点（沸点）温度＠101kPa (14.7 psia) 
	
	
	

	
	(f) 混合物の標準露点温度＠101kPa (14.7 psia) 
	
	
	

	
	(g) 最大温度勾配＠標準沸点及び 20oC (68oF)
	
	
	

	
	(h) 混合物の飽和蒸気圧＠ 20oC & 60oC (68oF and 140oF) 
	
	
	

	
	(i) 共沸であることの根拠
	
	
	詳細な試験に関する説明及び気液平衡図に加え他の有用な情報を付録に含める

	
	(j) 蒸発潜熱＠60oC (140oF)
	
	
	

	
	(k) 飽和蒸気の比熱比＠60oC (140oF)
	
	
	

	
	(l)  臨界温度
	
	
	

	
	(m) 臨界圧力
	
	
	

	
	(n) 臨界比容積
	
	
	

	
	(o) 使用および代表的な用途の温度
	
	
	代表用途使用時の蒸発および凝縮範囲を記入

	
	(p) 分類のための混合組成の提案される精度, mass %
	
	
	

	
	(q) 混合物の可燃に関する最悪ケースの組成(WCF), mass %
	
	
	

	
	(r)  混合物の可燃に関する最悪ケースの分離(WCFF) mass %
	
	
	

	9.5.2.3
	非共沸混合物
	
	
	

	
	(a) 混合組成
	
	
	

	
	(b) 混合物のモル質量
	
	
	

	ASHRAE standard上の項目
	申請者:  

冷媒:
	Yes

/ No
	日付/値
	注釈

(詳細については対応するスタンダード上の項目を参照)

	
	(c) 蒸気のモル質量＠60oC (140oF)
	
	
	

	
	(d)  沸点温度＠101kPa (14.7 psia)
	
	
	

	
	(e) 露点温度＠ 101kPa (14.7 psia)
	
	
	

	
	(f)  最大温度勾配＠標準沸点及び 20oC (68oF)
	
	
	

	
	(g)  蒸発潜熱@60oC (140oF)
	
	
	

	
	(h) 飽和蒸気の比熱比＠ 60oC (140oF)
	
	
	

	
	(i) 臨界温度
	
	
	

	
	(j) 臨界圧力
	
	
	

	
	(k) 臨界比容積
	
	
	

	
	(l) 使用および代表的な用途の温度
	
	
	代表的な使用時の蒸発および凝縮範囲を記入

	
	(m) 分類のための混合組成の提案される精度, mass %
	
	
	

	
	(n) 混合物の可燃に関する最悪ケースの組成(WCF), mass %
	
	
	

	
	(o) 混合物の可燃に関する最悪ケースの分離(WCFF) mass %
	
	
	

	9.5.2.4
	臨界温度が低い冷媒
	
	
	臨界温度が9.5.2.1, 9.5.2.2, および 9.5.2.3節で要求されるデータの温度よりも低い場合には、要求に適したデータを提示

	
	(a) 要求データ＠ 20oC (68oF)として標準 沸点または0oC (32oF)のどちらか高い方に関するデータを示すこと
	
	
	

	
	圧力データに関しては加えて下記を示すこと

- 過熱蒸気圧＠20oC (68oF)

- 臨界密度
	
	
	

	
	(b) 要求データ＠ 60oC (140oF)として標準 沸点として計算された温度と臨界温度との80％差におけるデータを示すこと
	
	
	

	
	圧力データに関しては、加えて下記を示すこと
- 過熱蒸気圧＠60oC (140oF)
- 臨界密度
	
	
	

	
	(c)適用可能な温度、または温度および臨界密度を提示（代わりのデータが示された地点について）
	
	
	


	ASHRAE standard上の項目
	申請者:  

冷媒:
	Yes

/ No
	日付/値
	注釈

(詳細については対応するスタンダード上の項目を参照)

	9.5.2.5
	混合物の臨界点
	
	
	実測値が存在しない場合、臨界温度、臨界圧力、臨界容積を計算して提示

	
	混合物の臨界温度
	
	
	

	
	混合物の臨界圧力
	
	
	

	
	混合物の臨界容積
	
	
	現在はこの項目

	
	
	
	
	

	9.6.3
	マテリアルセーフティデータシート（材料安全データシート、MSDS）
	
	
	申請冷媒（単一成分または混合物）に対応するMSDSで、混合物であれば各成分物質に対してMSDSを別添する.

	
	
	
	
	

	9.8
	含有物及び不純物
	
	
	申請者により提供されるデータに含有物が影響を及ぼすか評価

	
	
	
	
	

	9.9.2
	単位
	
	
	この申請のデータはSIまた両単位(SI and インチポンド)


